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ボツワナ共和国月報（２０２５年１２月） 

主な出来事  

【内政】 

○ ＵＤＣ、モレオマオト議会補欠選挙で勝利 

○ 憲法改正案、第３読会を通過 

○ 大統領府、大統領府・国防・安全保障省へ再編 

○ 中国共産党使節団の来訪 

○ 市民権改正法案の可決 

【外政】 

○ ブタレ国際関係大臣、アンゴラを訪問 

○ ブタレ国際関係大臣、第２回ロシア・アフリカ閣僚会合に出席 

○ ボコ大統領、私的国外訪問 

【SADC関連】 

○ SADC事務局長、日本を訪問 

○ SADC事務局長、JICA理事長と会談 

○ SADC事務局長、JBIC総裁と協議 

○ SADC事務局長、JETRO理事と会談 

○ SADC事務局長、経団連と会談 

○ SADC臨時首脳会議が開催 

【経済】 

○ ボツワナ銀行新総裁が任命 

○ アフリカ開発銀行、ボツワナのマクロ経済動向予測を下方修正 

○ 金融政策委員会開催 

○ ボツワナ、野菜輸入禁止を再導入 

○ ２０２５年１０月の貿易統計 

【広文】 

○ ボツワナ政府メディアのデジタル統合プラットフォームが始動 

【当館関連行事】 

○ 「サウスイースト地区ハボローネ西中等学校教室建設計画」の引渡式 

 

 

 

【内政】 

○ ＵＤＣ、モレオマオト議会補欠選挙で勝利 

６日、モレオマオト議会補欠選挙（ボツワナ北部、ボテティ西選挙区内）が実施され、Ｕ

ＤＣ候補が当選した。次点はＢＣＰで、ＢＤＰは得票数で第３位となった。投票率は約８
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６％。２０２４年１０月の総選挙時にはＢＤＰ候補が勝利していた。 

 

○ 憲法改正案、第３読会を通過 

９日、憲法改正案は３８人の出席議員中２６人の多数で第３読会を通過した。野党は

棄権した。憲法改正案は３か月のクーリングオフ期間を経て、３月に国民議会での投票

に付される見通し。 

 

○ 大統領府、大統領府・国防・安全保障省へ再編 

９日、ボコ大統領は、大統領府を、大統領府・国防・安全保障省とする再編を発表した。

これにより同省の所掌事項は、国防、警察サービス、内務治安、民間警備、麻薬取締局、

化学・生物・核・毒素兵器を含むこととなる。 

 

○ 中国共産党使節団の来訪 

１０日～１２日、中国共産党の李明祥中国共産党中央対外連絡部副部長率いるハイ

レベル使節団がボツワナを訪問し、ケオラペツェ国民議会議長を表敬訪問した他、ＵＤ

Ｃ戦略チーム等と会談を行った。３１日からは別の使節団がボツワナを訪問した。 

 

○ 市民権改正法案の可決 

１７日、モコワレ労働・内務大臣が国民議会に提出していた市民権改正法案が、与党

の賛成多数で可決された。改正により、高額投資家等の外国人にボツワナの市民権を

付与できるようになり、他国との多重国籍が認められるようになる。 

 

【外政】 

○ ブタレ国際関係大臣、アンゴラを訪問 

１日、ブタレ国際関係大臣は、アンゴラを訪問し、アルジェ（アンゴラ）で開催された「オ

ラン・プロセス」に参加し、AUと国連のテロ対策に関するパネル討論に登壇した。同会議

期間中、同大臣はアフマド・アッターフ・アルジェリア民主人民共和国外務・在外自国民

コミュニティ・アフリカ大臣との二国間会談も実施した。 

 

○ ブタレ国際関係大臣、第２回ロシア・アフリカ閣僚会合に出席 

１９日～２０日、ブタレ国際関係大臣はカイロ（エジプト）で開催された第２回ロシア・ア

フリカ閣僚会議に出席し、ロシアとアフリカの連携強化を呼びかけた。大臣は、鉱業、農

業、再エネ分野での経済協力の潜在性を強調するとともに、平和と安全保障、文化・教

育交流の重要性に言及。多極化する世界情勢の中で、相互尊重に基づく持続可能なパ

ートナーシップの構築こそが、アフリカの経済変革と安定の鍵であると訴えた。 
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○ ボコ大統領、私的国外訪問 

５日～１１日、ボコ大統領はハンガリー等を私的に訪問した。同大統領は、訪問の機

会を利用して投資家とのフォローアップ会議を行った。また、２８日～１月７日には、南ア

フリカを私的訪問。不在中はハオラテ副大統領が同大統領の役割を代行した。 

 

【SADC関連】 

○ SADC事務局長、日本を訪問 

８日～１０日、南部アフリカ地域共同体（SADC）のマホシ事務局長は日本を訪問。今

回の訪日は、SADCの戦略計画（RISDP）に基づき、日本からの投資促進やインフラ整備、

経済協力の深化を目的としたもの。 

 

○ SADC事務局長、JICA理事長と会談 

８日、訪日中のマホシSADC事務局長は、田中明彦JICA理事長と会談した。両者は、

IT技術を活用した「スマート輸送回廊」の構築や、電力・道路インフラ整備に向けた共同

調査の実施など、SADC地域の接続性向上に向けた技術協力を強化していくことで合意

した。 

 

○ SADC事務局長、JBIC総裁と協議 

９日、訪日中のマホシSADC事務局長は、国際協力銀行（JBIC）の林信光総裁と会談

した。同事務局長は新たに設立予定の「SADC地域開発基金（RDF）」を紹介。南部アフ

リカのインフラや工業化を支えるための日本の公的資金による支援と、戦略的なパート

ナーシップの強化を呼びかけた。 

 

○ SADC事務局長、JETRO理事と会談 

９日、訪日中のマホシSADC事務局長は、日本貿易振興機構（JETRO）の鈴木隆史理

事と会談した。両者は、日本企業の南部アフリカへの進出支援や、現地の工業化を加

速させるための市場アクセス拡大に向けた具体的な協力について協議した。 

 

○ SADC事務局長、経団連と会談 

１0日、訪日中のマホシSADC事務局長は経団連の幹部らと会談した。コマツや豊田

通商らに対し、２０２６年に開催される「SADC工業化ウィーク」への参加と、南部アフリカ

の産業基盤強化に向けたさらなる投資を呼びかけた。 

 

○ SADC臨時首脳会議が開催 

１７日、SADC臨時首脳会議が開催され、マダガスカル暫定政府に対し２０２６年２月

末までの民主化ロードマップ提出と包括的な国民対話を義務付けた。また、バンダ元マ
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ラウイ大統領率いる元首脳パネルの現地派遣を決定し、再選挙と政治的安定に向けた

直接的な支援と監視を強化。また、南アフリカ大統領のラマポーザSADC議長のもと、ザ

ンビアのヒチレマ大統領を次期SADC議長に任命し、地域一丸となって憲法秩序の回復

を追求することで一致した。 

 

【経済】 

○ ボツワナ銀行新総裁が任命 

１１月８日、ボコ大統領は、レセホ・キャスター・モセキ氏をボツワナ銀行総裁に任命し

た。同総裁は、２０２５年２月には副総裁に任命されていた。 

 

○ アフリカ開発銀行、ボツワナのマクロ経済動向予測を下方修正 

アフリカ開発銀行はアフリカのマクロ経済動向と見通しを更新し、ボツワナの２０２５年

の経済成長予測を０．８％から-０．８％に下方修正した。この下方修正により、ボツワナ

は南部アフリカで最も深刻な経済圏の一つに位置づけられた。ボツワナは２０２４年に-

３．０％という大幅な経済縮小（地域最悪）を経験した。これは世界的なダイヤモンド需要

減が主因である。ただし、改革が進展しダイヤモンド需要が回復すれば、２０２６年には

２．５％のプラス成長に回復する可能性がある。 

 

○ 金融政策委員会開催 

４日、ボツワナ金融政策委員会（ＭＰＣ）が開催され、国内の経済情勢を２０２５年６月

までの年間ＧＤＰを３％縮小させたダイヤモンド市場の不確実性と低迷による国内圧力

が継続するとした。ＭＰＣは緩和的な立場を維持し、金融政策金利を３．５％に据え置き、

ボツワナ経済変革プログラム（BETP）及び第１２次国家開発計画（NDP１２）に基づく経

済活動と継続的な変革努力を支援するため、関連する常設ファシリティの金利と指針を

維持した。 

 

○ ボツワナ、野菜輸入禁止を再導入 

８日、政府は野菜の輸入に対する広範な制限を再導入した。輸入を制限する理由とし

て、トマト、ジャガイモ、タマネギ、キャベツ、ニンジン、ピーマン、にんにく、バターナッツ

などの品目について、国内生産が堅調であることを挙げている。 

 

○ ２０２５年１０月の貿易統計 

１０月、ボツワナは７６億２，５５０万プラの財を輸入。前月比で５．２％の増加。主な輸

入品目は機械・電気機器（１９．３％）、燃料（１７．８％）、食品・飲料・たばこ（１６．１％）。

輸入財の主要供給元はＳＡＣＵ（６８．３％）で、南アフリカ（６３．１％）が首位、次いで中

国（７．７％）、ナミビア（４．５％）。一方、輸出総額は ３９億６，９９０万プラで、前月と比
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べ ２３．６％減少。輸出の大部分は、ダイヤモンド（５４．０％）及び銅（２２．４％）が占め

た。アジアが最大の輸出先（５５．１％）であり、ＵＡＥ（２３．４％）、南アフリカ（１４．５％）、

インド（１３．１％）が主要市場。輸入の７８．５％は道路を、輸出の５６．０％は航空便を

通じて行われた。 

 

【広文】 

○ ボツワナ政府メディアのデジタル統合プラットフォームが始動 

１２月２日、モワサ大統領府担当大臣が、政府系メディアを統合した新しいウェブサイ

ト massmedia.co.bw の公式立ち上げを発表。このサイトには次の国営メディアが統合・

一元化され、オンラインで視聴できる。 

✓ テレビ: Botswana Television (Btv News, Btv1, Btv2) 

✓ ラジオ: Radio Botswana (RB1, RB2) 

✓ 新聞・情報: Daily News, Department of Information Services 

 

【当館関連行事】 

○ 「サウスイースト地区ハボローネ西中等学校教室建設計画」の引渡式 

１２月３日、令和４年度対ボツワナ草の根・人間の安全保障無償資金協力「サウスイ

ースト地区ハボローネ西中等学校教室建設計画」の引渡式が、進藤雄介駐ボツワナ日

本国大使、ハボローネ西中等学校フランク・タウツァガエ校長等出席の下、ハボローネ

西中等学校敷地内にて行われた。当日の大使インタビューが地元のネットテレビで放映

された。 

（了） 


